
教授用資料  

Scratchとドリトルではじめるプログラミング
～６STEPでプログラムの基礎がわかる～

プログラミング言語「Scratch」と「ドリトル」を用いた実習で活用す
るための教授用資料です。弊社Webサイトにも掲載しています。

教科「情報」メール
関連ニュースや研究会情報などを月に１回配信。
配信のご登録は右記のQRコードまたはURLからお
願いいたします。
https://www.nichibun-g.co.jp/textbooks/joho/joho_mail/

⃝「情報」教科書・指導書
年間指導計画例，シラバス・評価規準などの教科書関連情報のほか，
指導書に関する情報を掲載しています。

⃝副教材
教科書準拠教材「情報のノート」や情報最新トピック集などの副教材
を紹介しています。

⃝メールマガジン，機関誌・教育情報
教科「情報」メールの配信をご希望の場合は，こちらの登録フォーム
よりお申込みください。また，機関紙や教育情報コーナーでは，バッ
クナンバーをはじめ，授業に役立つコンテンツを掲載しています。

日本文教出版Webサイト
教科書・副教材の関連データをはじめ，機関誌のバックナンバーな
どをWeb上で提供しています。

本資料は内容解説資料として、一
般社団法人教科書協会「教科書発
行者行動規範」に則っております。
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新・情報の科学

「情報」教科書一覧　※p.2の各教科書については別途，内容解説資料をご用意しています。p.3の教科書については『平成25～28年度用内容解説資料』　　にて解説しています。

　序　章　　情報社会に生きるわたしたち

　第 1章　　コンピュータによる情報の処理と表現

　第 2章　　ネットワークがつなぐコミュニケーション

　第 3章　　 情報システムが支える社会

　アカデミックスキルズ　

　第 4章　　問題の解決と処理手順の自動化

　第 5章　　モデル化と問題解決

　第 6章　　情報通信ネットワークと問題解決

新・社会と情報 

教科書としてのスタンダードを目指して

新・見てわかる社会と情報

もっと「見てわかる」を目指して

社情316

情科310

社情317

Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ

point

point

point

2編構成，「＋3」の工夫。

問題解決でつまずかないように。

情報的な見方・考え方が広がるしかけ。

富山大学　教授　黒田 卓

社会と情報 見てわかる社会と情報 情報の科学

資料集のように使える
丁寧な記述

多彩なイラストで
生徒の関心を高める

幅広い情報の世界を
正確に，丁寧に

著者からのメッセージ

執筆・編修にあたっては，「難しいこと
をできるだけわかりやすく」を第一に考
えました。アルゴリズムでは，JavaScript
と VBA（表計算マクロ言語）の 2つの
プログラミング言語を併記しています。
命令に対する表現の違いは多少あって
も，これらを併記することでプログラミ

ングの基本的な考え方が浮かび上がって
見えると思います。2章，3章で扱うネッ
トワークのしくみやセキュリティに関し
ても，これまでになく踏み込んで記述し
ています。新学習指導要領を踏まえて
も，十分に使える教科書になりました。

社情306 情科305社情307

日本文教出版「情報」の教科書　

「難しい」をできるだけわかりやすく。
それが，この教科書の役割─。



5 6

Ⅰ
point

2編構成，「＋3」の工夫。

本編を活かす3つのアプローチ
「新・情報の科学」の教科書は，「ネットワーク編」と「問題解決編」の 2編で
構成された「本編」と，その構成を活かすための機能を持った 3つの工夫で
構成されています。たとえば，各章とは独立する形で配置された「アカデ
ミックスキルズ」や，最先端技術，情報デザインなどを扱った
「巻頭・巻末資料」，それに学習の前後に自己評価として使
える「チェックリスト」などです。

　本編　 （ネットワーク編・問題解決編）

本編は，理論を中心としたネットワーク編と，
実習を中心とした問題解決編の2編で構成さ
れています。2編構成にすることで，理論と
実習の行き来がしやすくなり，生徒の状況に
応じて年間指導計画を柔軟に組み立てること
ができます。

　チェックリスト　
情報モラルやソフトウェアの基本操作など，中学校ま
での学習内容を確認するためのチェック欄を設けま
した。チェック項目と教科書との関連も示し，学習
への意欲を喚起します。1年のはじまり，あるいは
単元の前後などさまざまなシーンで活用できます。

　アカデミックスキルズ　
問題解決についての基本的な知識・技能
を丁寧に解説。本編とは異なる独立章と
して配置し，いつでも参照できる「資料」
として，年間を通じて活用できるように
なっています。「確認」として本編に示さ
れた実習をはじめ，大小さまざまな課題
解決型学習に役立てることができます。

　巻頭・巻末資料　
IoTやビッグデータ，センシングネットワーク
などの「最新の情報通信技術」をはじめ，プレ
ゼンテーションや情報デザインなど，「情報の
科学」においても重要なコミュニケーション関
連の項目も盛り込みました。多彩な題材が，
指導をサポートします。

ap
pro

ach 1

ap
proach 2

approach 3
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Ⅱ
point

問題解決でつまずかないよう に。

問 題 解 決

問題解決のリファレンス，「アカデミックスキルズ」
問題解決編の冒頭に置かれた，独立章「アカデミックスキルズ」は，「問題とは何か」という定義からはじ
まり，問題解決の基本的な流れや，実践的な技法・ツールなどを丁寧に説明しています。

アカデミックスキルズは「問題の発
見」⇒「解決策の立案」⇒「実行」⇒「評
価」という問題解決の流れに沿って
構成。情報収集と調査，データの分
析，グラフによる分析など統計学の
理論についても解説しています。

プ ロ グ ラ ミ ン グ

アルゴリズムも，わかりやすく，親切に─。
生徒がつまずきがちなアルゴリズムだからこそ，基本からスタート。身近な題材をたとえに用いて，わか
りやすくする工夫をしています。JavaScriptと VBA（表計算マクロ言語）を併記しているのも特長です。

アルゴリズムとプログラミングを扱う
第4章は例題形式で展開。例題ごと
にかならずフローチャートを示し，ア
ルゴリズムに対する理解を助けます。
また，JavaScriptとVBAの2言語を
掲載し，指導環境に合わせて選択で
きるようにしています。
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Ⅲ
point

情報的な見方・考え方が広が るしかけ。

豊富な記述
言及したい内容がしっかり記述された教科書でありたい─。そん
な想いから，教科書では本文をはじめ側欄を用いるなどして紙幅が
許す限り，内容を盛り込んで記述しています。

Challenge（チャレンジ）
豊富な記述を心がけるいっぽうで，踏み込ん
だ内容については各見開きのテーマや本文の
見出しなどに「Challenge」のマークを記して
います。生徒の理解度や関心に合わせて，学
習項目を選択しやすい構成になっています。

最新技術の紹介
巻頭資料では，最新の情報通信技術について
解説しています。本編で学ぶしくみや理論が，
実社会でどのように役立てられているのか，
その具体例を伝えることで，「情報の科学」を
学ぶことの意義や重要性を伝えています。

グループワークによる問題解決
第6章では，グループによる課題解決型学習の実践例を全6テーマ
記載しています。情報の共有と編集，統計処理，メディアリテラシー
など幅広いテーマを扱い，各テーマでは，取り組むべき内容や「学習
の目的」のほか，活動の流れ（フロー）を簡潔に示しています。
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「わかりやすく」ということを
最優先にしたデザイン

アートディレクター　hooop

武田英志氏デザイナーからのメッセージ

イラスト
イラストを多用し，親しみやすい
紙面にしました。教科書右下にあ
る「確認」をはじめ，側注などに配
置した人物イラストは，セリフとし
て学習内容のポイントやヒントを
語り，生徒の理解を助けます。

本文と側注
詳細な説明や関連知識の紹介は側
注で行い，本文では，要点を絞っ
た簡潔な記述を心がけました。文
字が与える生徒への圧迫感を抑え
ることで，生徒に負担感を与えな
いように工夫しています。

1 2

表紙
3次元コンピュータグラフィックスで用いら
れるポリゴンを使い，クジラとイルカを描き
ました。好奇心旺盛で，人なつっこいイル
カは，情報社会に積極的に参画し，創造す
る態度を象徴しています，また，深海に潜
っては，ときに海面から勢いよく飛び出す
クジラは，「深い学び」と，自らの能力をいか
んなく発揮する力強い姿を表現しています。

色合い
「理解しやすい」ことを第一に，淡
い色を基調色とし，シンプルで見
やすい紙面にしています。これに
より，何がどこに書かれているか
がわかりやすく，必要な項目が拾
いやすい紙面になっています。

図解
文章ではなく，「図解」で解説できる
ところは，できるかぎり図を用い
て解説しています。文章ではなく，
図解することで，複雑なしくみや
関係性も，「見てわかる」内容になっ
ています。

3 4

教科書は学習のためのもので，まずは「わかりやす
い」ことが重要だと考えました。子ども向けの学習教
材には，文字に影をつけて立体感を出したり，グラ
デーションで見栄えよく仕上げている処理が多いこと
に気付きます。でも，それはむしろ内容への関心や理
解を妨げているのではないか。デザインにあたって

は，無駄な装飾を排除し，色数やフォントの種類も抑
えました。その分，フォントのジャンプ率を調整し，
本文・イラスト・図など，構成要素の間隔を 1つひと
つ検討のうえ，紙の白地も 1色として活用していま
す。子どもたちの目や意識が，自然と学習内容に行く
紙面になったのではと考えています。
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月

年間指導計画例

月 月章 章節 節配当時間 配当時間学習の目標 学習の目標

序章1

4
月 4

月

6
〜
7
月

5
月

5
月

9
月

9
月

10
月

10
月

1
〜
2
月

1
月

3
月

2
月

11
〜
12
月

11
〜
12
月

6
〜
7
月

第1章

第2章

第3章

第1節　情報社会と情報の科学序章 ■情報社会について考える。
■１年間の学習内容を確認する。

第1節　情報社会と情報の科学 1
■情報社会について考える。
■１年間の学習内容を確認する。

第2節　学習に入る前に 1 ■中学校までの学習内容を確認する。 第2節　学習に入る前に 1 ■中学校までの学習内容を確認する。

第1節　コンピュータと情報処理 3
■コンピュータの動作のしくみを理解する。
■ソフトウェアの種類や基本的なはたらきを理解する。

第1節　コンピュータと情報処理第1章 2
■コンピュータの動作のしくみを理解する。
■ソフトウェアの種類や基本的なはたらきを理解する。

第2節　情報のディジタル化
6～8

■ 数値，文字，音，画像をコンピュータがどう表現している
かを理解する。
■ディジタルデータの特長を理解する。

第2節　情報のディジタル化
4～6

■ 数値，文字，音，画像をコンピュータがどう表現している
かを理解する。
■ディジタルデータの特長を理解する。

第1節　 メディアと 
コミュニケーション 2

■ メディアの発達とコミュニケーション形態の変遷について
理解する。
■オンラインコミュニティの特性について理解する。

第1節　 メディアと 
コミュニケーション

第2章
1

■ メディアの発達とコミュニケーション形態の変遷について
理解する。
■オンラインコミュニティの特性について理解する。

第2節　 ネットワークの 
動作のしくみ 5

■ コンピュータネットワークの基本的な構成と動作のしくみ
を理解する。
■インターネットの基本プロトコルのはたらきを理解する。

第2章 第2節　 ネットワークの 
動作のしくみ 4

■ コンピュータネットワークの基本的な構成と動作のしくみ
を理解する。
■インターネットの基本プロトコルのはたらきを理解する。

第1節　 情報社会と情報システム
3～4

■ 情報システムの種類や特徴を知り，利用する際の注意点に
ついて理解する。
■情報化が人間や社会に及ぼす影響について理解する。

第1節　 情報社会と情報システム第3章
1～2

■ 情報システムの種類や特徴を知り，利用する際の注意点に
ついて理解する。
■情報化が人間や社会に及ぼす影響について理解する。

第2節　 安全な情報社会を 
目指して 2～3

■ よりよい情報社会を構築するためのさまざまな考え方や工
夫について理解する。

第3章 第2節　 安全な情報社会を 
目指して

1
■ よりよい情報社会を構築するためのさまざまな考え方や工
夫について理解する。

第3節　情報セキュリティ
4～5

■情報セキュリティ技術のしくみを理解する。
■ 不正アクセスやサイバー犯罪から身を守ることの重要性を
理解し，その方法を習得する。

第3章 第3節　情報セキュリティ
2～4

■情報セキュリティ技術のしくみを理解する。
■ 不正アクセスやサイバー犯罪から身を守ることの重要性を
理解し，その方法を習得する。

第4節　情報社会における法律 2 ■情報社会に関連する法律の目的や内容を理解する。

第4節　情報社会における法律 2 ■情報社会に関連する法律の目的や内容を理解する。

アカデミックスキルズ

8～11

■問題解決とは何か，それを学ぶ意義は何かを理解する。
■問題解決の基本的な流れを理解する。
■問題解決の場面で役立つさまざまな手法を習得する。
■問題解決の場面で情報を活かす方法を理解し習得する。

アカデミックスキルズ

9～11

■問題解決とは何か，それを学ぶ意義は何かを理解する。
■問題解決の基本的な流れを理解する。
■問題解決の場面で役立つさまざまな手法を習得する。
■問題解決の場面で情報を活かす方法を理解し習得する。

第1節　 基本的なアルゴリズムと 
プログラム

第4章 3～5
■基本的なアルゴリズムを理解する。
■簡単なプログラムの作成方法を習得する。

第2節　いろいろなアルゴリズム 3～4
■さまざまなアルゴリズムについて考える。
■プログラミングを問題解決に活かす方法を理解する。

第1節　 基本的なアルゴリズムと 
プログラム

第4章 6～8
■基本的なアルゴリズムを理解する。
■簡単なプログラムの作成方法を習得する。

第2節　いろいろなアルゴリズム 3～4
■さまざまなアルゴリズムについて考える。
■プログラミングを問題解決に活かす方法を理解する。

第1節　 モデル化と 
シミュレーション

第5章
5～6

■問題解決の対象をモデル化する方法を理解する。
■ モデル化された問題をシミュレーションを用いて解決する
方法を理解する。

第2節　 情報の蓄積・管理と 
データベースのしくみ

2～3
■データベースについての基本的な考え方を理解する。
■簡単なデータベースを作成することに取り組む。

第1節　 モデル化と 
シミュレーション

第5章
5～6

■問題解決の対象をモデル化する方法を理解する。
■ モデル化された問題をシミュレーションを用いて解決する
方法を理解する。

第2節　 情報の蓄積・管理と 
データベースのしくみ

3～4
■データベースについての基本的な考え方を理解する。
■簡単なデータベースを作成することに取り組む。

第1節　 グループで行う問題解決第6章
1

■グループで行う問題解決の留意点を理解する。
■ グループで行う問題解決の過程で利用できる情報共有のさ
まざまな方法を知る。

■グループで課題解決型の学習活動に取り組む。第2節　 グループによる 
問題解決型学習の実践 5～6

第1節　 グループで行う問題解決第6章
1

■グループで行う問題解決の留意点を理解する。
■ グループで行う問題解決の過程で利用できる情報共有のさ
まざまな方法を知る。

■グループで課題解決型の学習活動に取り組む。第2節　 グループによる 
問題解決型学習の実践 10～12

56～70 56～70

A　教科書の構成順序に沿った例 B　最初に基礎知識を指導したのち，問題解決に重点を置いた例

13 14



観点別特色一覧　─ご検討時にご覧いただきたい観点─
新・情報の科学／116・日文／情科・310

19 20

●解説は一般論で詳しく，関連する資料も充実していて理解を深めやすい。

●確認問題や例題が豊富である。

●「問題解決」についての解説が「アカデミックスキルズ」にまとまっていて使いやすい。

●「情報社会における法律」も詳しく取り上げられており，特に知的財産権についての記述は詳しく，引
用のルールも明解である。

●巻頭資料では「スマートマシン（ドローン）」なども含めた最先端の事例が，クラウドやビッグデータとの
関連で示されていて，情報社会を支える技術的側面の全体像を把握しやすい。

内容（特色のある教材や記述）1
●ページ番号上下に2進表現と16進表現が併記され，基数変換の理解を助けることができる。

●アルゴリズム，モデル化とシミュレーション，データベースの解説では，調理の手続きや辞書引き，電車
の路線図，ラーメン店の売上予測，図書館の貸出システムなどの身近な例が用いられていてわかりやすい。

●応用的な内容には「Challenge」のマークが付されていて，理解できたときの生徒の達成感を強めること
ができる。

●見開き右下に示されたパラパラ漫画は，動画のしくみの理解を助けることができる。

●キーボード操作に不慣れな生徒が増える傾向にある中，巻末に「キーボード配列の例」があり，コンピュー
タが無い場所でも内容が確認できる。

創意工夫（学習の動機づけ等の工夫）5

●数学で学んだ統計分野の知識を，実際に活用する場面が「アカデミックスキルズ」や「問題解決」に用意
されている。

●「アカデミックスキルズ」や終章「問題解決」での経験を通して身に付けた情報活用の実践力は，他教科
や「総合的な学習の時間」での学び，卒業後の進路においても役立つ。

●巻頭に主な図解表現，文書作成の際のレイアウトの技術，一般的なプレゼンテーションスライド作成の基
本などがまとまっており，他教科で活用できる汎用的なスキルを教えられる。

学習の深まり（他教科，総合的な学習の時間との関連等）6

●学習内容は一般論で説明されていて，特定のコンピュータやソフトウェアに依存していない。

●実習で必要になる各種データや成果物の完成例ファイルは，教授資料等でサポートされている。

学習環境への配慮（学校の独自性への配慮）7

●全ページ４色刷りでカラーユニバーサルデザインにも配慮されており，印刷も鮮明である。

●長期間の使用に耐えられるよう表紙は丈夫で防水性もあり，製本も堅牢である。

●環境への配慮から再生紙と植物油インキが使用されている。

●教科書での指導を支援する教授資料や周辺教材が充実している。

●教授資料には教科書のディジタルデータが添付されているため，必要に応じて加工するなどして便利に
活用できる。

その他（その他の全体的特徴，周辺教材の状況）8

●序章のチェックリストは生徒の理解度を把握するのに活用できるほか，自己評価にも使える。

●理論的な解説でまとめられた前半の「ネットワーク編」，例題を中心に構成された後半の「問題解決編」
の２部構成になっていて，必要に応じて年間指導計画をアレンジしやすい。

●問題解決の流れ，シンキングツール，統計手法などがまとめられた「アカデミックスキルズ」はリファレン
スとして活用しやすい。

構成（特徴のある単元の組織・配列）2

●見開き完結で内容が整理されていて，扱いやすい。

●「情報の科学」の目標を達成するのに必要な解説が充実している。

●用語の意味は側注で詳しく説明されていて，その量も十分である。

●コンピュータを利用する実習は例題形式で流れが示されていて，目標の設定も適切である。

●問題解決型学習の実践例が豊富に紹介されている。

分量（教材の分量や詳しさのバランス）3

●本文での解説は冗長な部分はなく，適切である。

●イラストや図解が充実していて，視覚的に内容を理解しやすい。

●プログラミングの実習では複数のプログラミング言語の例が示されている。

●無駄のないレイアウトですっきりとした印象があり，読みやすい。

表記・表現（使用上の便宜）4


